
２
月
25
日
か
ら
３
月
19
日
ま
で
23

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
て
い
た
三
月

定
例
議
会
が
、
平
成
24
年
度
補
正
予

算
案
・
平
成
25
年
度
予
算
案
な
ど
61

議
案
を
審
議
・
可
決
し
、
終
了
し
ま

し
た
。
ま
た
一
般
質
問
に
は
30
名
の

議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

25
年
度
当
初
予
算
の
一
般
会
計
は
、

前
年
比
0.6
％
減
の
１
５
２
３
億
９
０

０
０
万
円
で
す
が
、
こ
の
３
月
に
上

程
し
た
前
倒
し
分
の
24
年
度
補
正
予

算
と
合
わ
せ
れ
ば
、
前
年
並
み
と
な

り
ま
す
。
ま
た
特
別
会
計
・
企
業
会

計
あ
わ
せ
て
の
合
計
は
、
前
年
比
1.4

％
減
の
２
４
６
１
億
２
７
６
５
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

逆
瀬
川
議
員
は
本
定
例
会
に
お

い
て
、
市
議
会
公
明
党
を
代
表
し
、

平
成
25
年
度
予
算
案
全
般
に
つ
い

て
問
う
「
総
括
質
疑
」
と
、
通
常

の
「
一
般
質
問
」
の
２
回
議
場
に

立
ち
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
後
の
保
健
福
祉
常

任
委
員
会
で
は
所
管
す
る
予
算
の

細
目
に
つ
い
て
質
疑
を
交
わ
し
ま

し
た
。

【
質

問

項

目
】

◇
平
成
25
年
度
の
予
算
案
、
市
長

は
ど
ん
な
思
い
で
編
成
し
た
の
か

◇
国
が
政
権
交
代
し
た
こ
と
に
よ

る
、
本
市
施
策
へ
の
メ
リ
ッ
ト
は

◇
障
が
い
者
へ
の
就
労
支
援
に
つ

い
て

◇
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
へ
の
支

援
補
助
金
に
つ
い
て

◇
24
時
間
対
応
の
訪
問
介
護
・
訪

問
看
護
に
対
応
す
る
事
業
者
確
保

の
見
通
し
は

◇
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

◇
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

な
ど
、
学
校
で
の
相
談
事
業
の
充

実
に
つ
い
て

◇
高
崎
玉
村
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
開
発
予
定

◇
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
な
ど
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

◇
倉
渕
地
域
高
齢
者
買
い
物
支
援

事
業
、
予
約
時
間
の
延
長
や
利
用

時
間
帯
の
拡
充
は
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三
月
定
例
議
会
が
終
了

＊
市
民
相
談
お
気
軽
に
!!

☆ 高 崎市 議 会 中 継 ☆

平成24年6月からスタート！！
インターネット(ライブ＆録画)

で好評配信中！

◇3月25日現在、アクセス数は１９,３４１件に

「高崎市議会」で検索、議会中継のページへ

富
岡
市
長
へ

平
成
25
年
度
予
算
要
望
書
を
提
出

↓

（
24
年
10
月
29
日
）
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☆ 好評！ ホームページ開設中 ☆

と入力し してみて下さい。

ホームページでは、より詳細な議会報告・市民相談の実績・月々の活動報告等をアップしています。

是非、ご覧下さい。⇒【 http://www.komei.or.jp/km/sakasegawa-yoshihisa/ 】

☆ Facebook もスタート ☆

速報性の高い情報発信とコミュニケーション強化を目指し、Facebookを2012年8月より始めました

「友達リクエスト」待っています！！

逆瀬川 義久← 検索←

高崎市議会公明党 ～ 皆さまと行政のパイプ役に ～

《平成２５年度予算に反映された、市議会公明党の要望事項》

☆年度途中での、保育所入所待機の解消へ（特に０歳児・1歳児）

～ あらかじめ保育士を増員する保育所へ、人件費の一部を補助 ～

☆３ワクチン(ヒブ/小児用肺炎球菌/子宮頸がん)の定期接種化（国との連携）

～ 期限付きの制度 ⇒ 恒久的制度に、国から自治体への補助も拡充 ～

☆不妊治療費の助成拡大

～ 一般不妊治療費の助成上限5万→10万へ、特定不妊治療費で上限20万へ ～

☆産後ママヘルパーの拡充

～ 派遣期間；生後2か月 → 6ヶ月、派遣回数；20回 → 30回へ（1回当たり2時間）～

☆特別養護老人ホームのベッド増床の推進

～ 平成24年度 ＝ 139床、 平成25年度 ＝ 60床 ～

☆高齢者安心見守りシステムの推進（24年12月からスタート）

～ 孤独死ゼロをめざし、緊急通報システム＋人感センサーの設置（25年度に500件）～

☆小中学校の耐震補強事業が加速（国との連携）

～ 耐震診断12校、耐震設計35校、補強工事実施9校 ～

☆空き家対策の推進
～ 実態調査を行い、適正管理へ向けて有効な施策の検討へ ～

☆残土条例の制定

～ 県外から持ち込まれる建設残土の規制へ ～

☆期日前投票制度の運用が改善へ

～ 今夏の参院選から、選挙の投票はがきに宣誓書スペースを設ける予定 ～


